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写真図版 10　陸奥国分寺跡第 33 次調査（２）

１．1区　SD1・2 溝跡 (西から） ２．1区　SD1・2 溝跡　中央ベルト断面 (東から）

３．1区　SD1・2 溝跡　西壁断面 (東から） ４．1区　SD1・2 溝跡　東壁断面 (西から）

５．2区　調査区全景 (東から）
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写真図版 11　陸奥国分寺跡第 33 次調査（３）

５．3区　調査区全景 (上が北） ６．3区　SD6 溝跡　西壁壁面 (東から）

７．3区　東壁断面 (西から） ８．4区　調査区全景 (北西から）

１．2区　SD4・5 溝跡 (東から） ２．2区　SD4・5 溝跡　西壁断面 (東から）

３．2区　SF1 築地塀跡 (東から） ４．2区　SF1築地塀跡　掘り込み地業断面(東から）
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写真図版 12　陸奥国分寺跡第 33 次調査出土遺物
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第４章　調査成果の普及と関連活動

　郡山遺跡・陸奥国分寺跡の調査成果の普及活動について、以下の通り実施した。

年月日 対　象　者

5.15 個人

9.13 市民文化財研究員

11.22 加茂社会学級

3.12 太白区まちづくり推進課

3.14 横浜古代史を学ぶ会

１．郡山中学校ピロティ見学

２．出前講座・出前授業

内　容 対　象　者（実　施　日）

陸奥国分寺の成り立ちについて
国分寺名水と歴史的景観を守る会
（4.20）

陸奥国分寺について せんだい豊齢学園（6.2）

陸奥国分寺ができたころの仙台 連坊オモシロ街歩き会（7.2）

史跡陸奥国分寺・尼寺跡の歴史

若林区中央市民センター　老社大学
（7.12）、
太白区中央市民センター（7.13）、
生涯学習支援センター（8.16）

郡山遺跡を知る・歩く 郡山老人福祉センター（9.12，10.24）

陸奥国分寺フィールドワーク 連坊小路小学校 4学年（7.3）

３．資料調査・貸出・見学

内容 申　請　者

ガイダンス施設・天平廻廊写真データ （株）コミュニティ新聞社

郡山遺跡出土遺物 28 点 宮城学院女子大学

郡山遺跡・陸奥国分寺跡写真データ （株）敬文社

郡山遺跡写真データ 地底の森ミュージアム

郡山遺跡出土遺物 39 点 個人

郡山遺跡　軒平瓦 1点 個人

陸奥国分寺跡写真データ （株）岩波書店

郡山遺跡　土師器杯（関東系） 東北歴史博物館

４．主催・連携事業

年月日 内容 対　象　者 備　考

6 月
史跡陸奥国分寺・尼寺跡ガイダン
ス施設来館者 6万人達成イベント

一般公開 講座、ガイドを実施

7月 郡山遺跡史跡地整備（植栽）
東長町小 6学年　児童
郡山中学校ボランティア委員　生徒

約 150 名

11.11 第 78 回文化財展活動報告会
文化財サポーター会、陸奥国分寺薬師堂ガイド
ボランティア会、仙台城ボランティア会、聖和
学園研修部

通年
陸奥国分寺・尼寺跡ガイド研修
および清掃活動

聖和学園高等学校研修部　生徒

通年 陸奥国分寺跡ガイド 陸奥国分寺薬師堂ボランティア会

史跡地内での植栽活動

講座の様子

ピロティ案内の様子
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所収遺跡名 所在地

コード

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因市町
村

遺跡
番号

郡
こおり

山
やま

遺跡
（第 327 次）

宮
みやぎけん

城県仙
せんだいし

台市太
たいはくく

白区

郡
こおりやまろくちょうめ

山 六丁目
04104 01003 38° 13’09”140° 53’23” 2023.4.10 約 17 ㎡

記録保存
（校舎増築付帯工

事）

郡
こおり

山
やま

遺跡
（第 328 次）

宮
みやぎけん

城県仙
せんだいし

台市太
たいはくく

白区

郡
こおりやまさんちょうめ

山 三丁目
04104 01003 38° 13’21'' 140° 53’33”

2023.6.19 ～
約 225 ㎡ 保存目的

2023.9.15

郡
こおり

山
やま

遺跡
（第 329 次）

宮
みやぎけん

城県仙
せんだいし

台市太
たいはくく

白区

郡
こおりやまさんちょうめ

山 三丁目
04104 01003 38° 13’25'' 140° 53’41”

2023.5.9 ～
約 97 ㎡

記録保存
（個人住宅建築）2023.6.16

郡
こおり

山
やま

遺跡
（第 330 次）

宮
みやぎけん

城県仙
せんだいし

台市太
たいはくく

白区

郡
こおりやまごちょうめ

山五丁目
04104 01003 38° 13’15”140° 53’35”

2023.7.7 ～
約 119 ㎡

記録保存
（管路建設）2023.7.28

郡
こおり

山
やま

遺跡
（第 331 次）

宮
みやぎけん

城県仙
せんだいし

台市太
たいはくく

白区

郡
こおりやまごちょうめ

山五丁目
04104 01003 38° 13’08”140° 53’28” 2023.11.6 約 2 ㎡

記録保存
（深さ確認）

郡
こおり

山
やま

遺跡
（第 332 次）

宮
みやぎけん

城県仙
せんだいし

台市太
たいはくく

白区

郡
こおりやまさんちょうめ

山 三丁目
04104 01003 38° 13’23’’140° 53’43”

2023.12.1 ～
約 21 ㎡

記録保存
（個人住宅建築）2023.12.15

郡
こおり

山
やま

遺跡
（第 333 次）

宮
みやぎけん

城県仙
せんだいし

台市太
たいはくく

白区

郡
こおりやまさんちょうめ

山 三丁目
04104 01003 38° 13’23’’140° 53’43”

2023.12.1 ～
約 15 ㎡

記録保存
（個人住宅建築）2023.12.15

陸
む つ こ く ぶ ん じ

奥国分寺跡
（第 33 次）

宮
みやぎけん

城県仙
せんだいし

台市若
わかばやしく

林区

木
きのしたさんちょうめ

ノ下三丁目
04103 01019 38° 15’10”140° 54’11”

2023.9.21 ～
約 169 ㎡ 保存目的

2023.12.5

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

郡山遺跡
官衙跡
寺院跡
集落跡

飛鳥～平安
材木列跡、柱列跡、掘立柱建
物跡、溝跡、土坑、竪穴住居
跡、性格不明遺構

土師器、須恵器、瓦、土製
品

陸奥国分寺跡 寺院跡 奈良～平安
築地塀跡、溝跡、土坑、ピッ
ト

土師器、須恵器、瓦

要約

郡山遺跡
・第 328 次調査ではⅡ期官衙の掘立柱建物跡等が検出された。1 区ではⅡ期官衙の中軸線を基準として配置される 2 棟
の東西棟建物跡（SB716・1490）の精査を実施した。また、2 棟の建物跡の間には一本柱列跡（SA2652）が検出され、
何らかの関連施設と考えられる。２区では東西棟の廂付建物跡（SB2584）の精査を実施した。その結果、東・西・南の
三面で廂が付くことが確認された。
・第 329 次調査ではⅠ期官衙に関連する溝跡が検出された。溝跡はⅠ期官衙の東辺材木列跡の外側に平行するように延
びており、区画施設等の機能が想定される。Ⅱ期官衙と関連する遺構は竪穴住居跡が 1軒検出された。
・第 332・333 次調査では方四町Ⅱ期官衙の東辺区画施設である材木列跡が検出された。
・第 327・330・331 次調査では遺構・遺物は検出されなかった。

陸奥国分寺跡
・第 33 次調査では築地塀跡、溝跡、土坑等が検出された。これら遺構は古代の陸奥国分寺跡の北辺区画施設の可能性
があり、築地塀跡は東西方向に延び、上部構造は残存していないが、掘り込み地業の痕跡が確認され、その北側には平
行するように溝跡が走る状況が確認された。また、これら区画施設より新しい区画溝と考えられる溝跡が 1 条検出され
た。

報告書抄録
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